
1．はじめに

和歌山県は中山間地域が多く、空き家率は全国１位（注

１）、高齢化率は全国 5位（注２）、さらに南海トラフ地震の

リスクを抱えており人口減少の「最先端」を走る県のひ

とつである。その中でも紀美野町は 2040 年の人口減少
率が県内 1位という、特に人口減少が激しい地域である。 
「中山間地域における非居住住宅-「空き家」と「郷家」
に着目したアンケート調査より-」(注３)から、住宅・土地

統計調査において空き家に大別される非居住住宅に、余

分な住宅だと考える「空き家」と、親族や地域と強く結

びついており本来の家と捉えている「郷家」にカテゴラ

イズできる事を示した。非居住住宅の中には利用されず

放置されているだけでなく、家を介した人や地域との繋

がりの維持といった背景を抱えているものもある。今後

の非居住住宅の対策を考えるにあたり、家に対する所有

者や親族の思いといった、より詳細な背景を明らかにす

る事は必要であると考えられる。

 
 

本研究は、アンケート調査によって定量的にカテゴラ

イズした 2項目を対象に建物の平面構成・内部状況の把
握および所有者へのヒアリングを行い、アンケートでは

捉えきれない家に対する所有者の意向をより詳細に把握

する事を目的とする。

図１	 紀美野町の位置	
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非居住住宅の利用管理実態と所有者の意向
－和歌山県海草郡紀美野町を対象として－
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�．vXのS]	

	 和歌山県紀美野町の非居住住宅を対象に、平面図のġ

ǐ調査、建物内部のżŌ、所有者へのヒアリング調査を

行う。調査対象は 2018 年に行ったアンケート調査にお
いて間âり図を「âりたい」「âってもよい」とùȓした

41�から 10�ȈŁʁ定した。 
	 調査は 2019 年 10 Ƙから 12 ƘHでの 2 |Ƙ間行い、
ġǐ調査・内部調査・ヒアリング調査は対象の住宅*と

にíƎに行った。 
��1．vX対象のz> 
	 本研究にあたり空き家のǡ地ŝǴ調査（注ʼ）を 2008年、
2011 年、2014 年、2017 年と 3 年間ʛで 4 ù行った。
調査で建物の状況をďɉ調査から A（住I家とʀȺない）
/B（ɭœな修ȩで居住æȳ）/C（½居住がʢしい）の 3
ランクにɒ¥ɍʏした。2018年にはその中で 2017年に
おいて A Hたは B ランクに分ʬした空き家 524 �ĸに
対しアンケート調査(注３)を行い「今後もĝるFき本来の

家」「�ǭ目のŮǕとしての家」「Ȼ物置きćや¡Ʊć」

「¢いɾのない余分な住宅」に分ʬした。そ)から非居

住住宅でも¢いɾのない「空き家」と本来の家とš-て

いる「郷家」にカテゴライズできるæȳśを示öした。 
	 本研究では、2018年Łに行ったアンケート調査より間
âり図を「âりたい」「âってもよい」とùȓした 41�
から、ġǐ対象のʁ定を行った。41�から「郷家」と「空
き家」での所有者意識のɿいをǁɮするというǕから、

本来の家と考える「郷家」6 �、余分な家と考える「空
き家」4 �をŪȗした。調査対象のǂ家は、ŝǴ調査に
おけるランクが Aランクを維持しているǂ家であり、ď
ɉからÄƈできるŻ¯¹ìにĶはないとɋえる。 
���．&$'(%un	

	 2�1� 年における調査(注３)は、所有者の空き家の捉えƊ

にŌʧを�えると考えられる項目として、「建物のƬ」「建

物のȘɝ」「Ȃ�的な繋がり」の 3つの­面からアンケー

トを行った。アンケート調査によって、所有者意識にŌ

ʧを�える要úとして「建物の¥¬」や「先ȃ��とい

ったƒ間的ǍŁ」ではなく、「親族や地域との繋がり」が

最もʈ要であるとの結ƨがÁた。	

	 )の結ƨをɩHえ、本研究のヒアリング調査項目とし

てħ来的な維持管理やǊ用についての意向にËえ、親族

でʞHっていた部Įや思いÁといった家に対してʈ要ɇ

している部分についてのヒアリングを行った。ヒアリン

グはġǐを行った 1� ɬ全ての所有者に行った。	

	

���．vX対象:に��て 
	 紀美野町は和歌山県Ó部の中山間地域に位置する人口

0.9�人のȵǆ�である。ȥ面Ȋの 75ʵをƯƧが、10ʵ
を農地がÙJ、生Ǿ高Üをは-J美しい中山間地域のʭ

景がĽがっている。 
	 定住ŽźにȊƲ的で I fーンとして定住した人口は
2007 年�ʕで 100 îをɧえている。町内にはoーラン
cXリーやイfリアンyストラン、cXラートĿな<の

ʅķăのʯʮĿがǕĀし、ɺƞにはɳǰ�¼からʞĢす

るな<、ɳ年はH58くりでも注目されている。 
 
���．TIhiとVhiの位置,� 
本研究にʒɹするƍŎ研究として空き家のǱ生Üú、

管理ġŢの把握といったものがŲ(られる。空き家のǱ

生要úにʒする研究£としてÝǙ�注ʽ�らは、地域*とに

人口ȇÏ、少Ę高齢化、生Ǌインフラといった項目から

空き家Ǳ生のuカlズムを研究しており、そ)から、田

ȷとʅķ部が抱える空き家÷ʪがǮなっている事を示し

ている。	

	 空き家の管理にʒする研究事£ではʱć�注ʾ�、ɼ佐�注ʿ�

による研究がŲ(られる。ʱć�注ʾ�らは空き家の管理�

全űƷを定量的に示す)とで、地域*とでの管理�全�

ǐをæȳとし、管理�全に対する有Î的な対策へと繋が

る研究を行っている。ɼ佐ら�注 
�は�山ƭ県Əĳ町を対象

に、中山間地域における空き家の管理ʩŁや管理Ɗǈ�

管理理ǧを明らかにする)とで�管理者の必要śとŭい

ŧのæȳśと必要śをɖいている。	

	 ��にŲ(た研究では、地域*とに大別した空き家Ǳ

生のuカlズムからɆた対策のĶǮ、管理状況の面から

Ɇた空き家対策の必要śをɖいていたが、ʖ定した地域

でʐƛ的に空き家のÏ向をɵɨし、管理状況だけでなく

所有者のǃ持5Hで分Ʀしている研究はȀɕできなかっ

た。先行研究�注ʼ�で示したように空き家は管理状況だけ

でなく所有者のǃ持5のɿいで�ůりに空き家として分

ʬできないæȳśがある。空き家ƃがĉË°向にあるǡ

�において、空き家化後のȝɽをʐƛ的に把握する事に

Ëえ、空き家を所持しȢける所有者のǃ持5をǼる事は

空き家対策を行うʜにも必要だと考えられる。そのよう

なǕからも、ʐƛ間空き家を所持しȢける所有者に管理

状況だけでなく、建物に対するǃ持5をヒアリングによ

って詳細に明らかにした本研究は今後の空き家対策を行

うʜにも有意なものと考えられる。	
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�．�j�A�の利用管理実態と所有者意w	

	 調査を行った「空き家」
ɬ（�1 ʂ��1 ʂ�� ʂ��2 ʂ）

についての平面構成・ë部Įの¢用ʩŁ・内部状況、ǡ

Āの管理状況・家に対してʈ要ɇしている部分、ɽÞの

居住者・今後のǊ用についての調査事£をŲ(る。本ȉ

では調査した「空き家」から、特に所有者の建物に対す

るǃ持5をヒアリングÁ来た 2�をŪȗしてɍɯする。	

��1．�１{

所Ā地はƤ野�地ÔÏƜでȖ年ƃは 
� 年��になる。

所有者の年齢は 
� �で対象の建物を「Ȼ物置きćや¡Ʊ

ć」「¢いɾのない余分な住宅」と捉えている。ǡĀの所

有者とその�親、ē、ĕ 2人で居住していたが、1� 年Ç

に所有者のǘ親が�くなり、)の家では�¦な部分が多

かった)とからƉ居を建ɏし空き家化した。	

��1�1．F�YNとc9の利用�G

¡成した �1 ʂの平面図を図 2に示す。ƿĮは図 2に示

した中ŕのń�からĵ­がȖ 
� 年��の平Į、é­の部

分が�ʚ建てで 
� 年ȈÇにžȖを行っている。	

	 建物の利用ʩŁについてのヒアリングを行ったが、ǡ

ĀはƿĮは全く¢用していない状況であり、ƿĮのʝに

あるɫłを農¹ªłとして¢用にする事にǬHっていた。

対象の家óɲに所有している農地はǡĀもǀƎ利用して

いるが、ɳʝにȎてたƉ居からɷっている。	

図 �	 �1 {	1 �F�図と利用�G	

��1��．c9の/}b\

ë部Įの内部状況を示す。図 3はç所・ƥ間の内部状

況で、)れらのȖ 
� 年��の部分の部Įの多くで家¹や

物がƂ�しているƵĘがɆãけられた。�Ɗで、図 
の

žȖした部分にあたる和ģ 1や和ģ 3では物が少なくƄ

理されている事が分かる。	

図 �	 3所)W�	/}b\	

図 �	和@ 1�和@ �の/}b\	

��1��．Haの利用y[

1� 年Çの所有者のǘ親のƼ後Õ年G<でǡĀのƉ居

にȇり空き家化したが、ƿ親のá人がɳʝに多かったた

J空き家化後 1� 年G<は、和ģ 1、ç所、¦所は利用し

ていた。	

	 かつてはƺƘやǶ、ǈ事のʜに親族が 12、3人ʞHっ

ていたが、ǡĀは親族のʞHりもƉ居で行うようになり、

対象の家に親族がʞHったのは 1
 年Çが最後である。	

��1��．Aに対�"K�と+JのoR^用

所有者は家をãけȡいで 2�目である。Ȗ 
� 年の部分

は所有者が生Hれたƒからあり、
� 年Çにž修を行った

部分は所有者のǘ親と 2人で建てƖえた思いÁがある。

åい­はČしてしHってもȹいと考えているが、Ɖしい

­はȵ分の所有する山のƜも利用し、ǘ親と建てた思い

Áもある)とからČすのはもったいないと考えている。	

	 所有者はǊ用についても�Çから考えており、家を全

てŇきâってくれる人がいれB最もȹいと考えている。

žȖした部分はŴʘȈŁで住Jるが、åい部分にʒして

はǄùりのž修が必要であるとȓえている。利用用ɶも

÷Sず、利用する人とのǸɘによるが、ž修ɢ用はȠ対

にɟŭできないɑではない。	

���．�1 {

所Ā地は�Ȅ野地Ôƶ�で、Ȗ 1�� 年ȈŁになる。所

有者は �� �で「¢いɾのない余分な住宅」と考えている。

所有者はǡĀ大ʔŀʔ南ķĀ住でĪȱのʜに家をʡれて

いる。所有者のƿ親が居住していたが、1� 年Çに�くな

り空き家化した。	
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����1．F�YNとc9の利用�G

¡成した�１ʂの平面図を図�に示す。 �1ʂはƿĮのI
で構成されている。和ģ
に�ċがあったと考えられるが、

ǡĀはɏ置されていなかった。	

	 ǡĀの利用状況をɆると、土間・ǔ事ć・和ģ 2はɺ

1 ùȈŁ利用しているが、その�の部分にʒしては多く

て�年に 2�3 ùȈŁ、少なけれB年１ùƝǑと全く¢用

しない部Įがある事が分かる。建物の利用者は所有者の

Iであり、住宅のóüにある農地利用のたJにɎれてい

る。建物利用も�ţàび農¹ªłとしての利用にǬHっ

ている。	

図		�1{	1�F�図と利用�G	

�����．c9の/}b\

ë部Įの内部状況を示す。図 �は土間の内部状況で、

土間はǡĀ農¹置きćとして利用している事から、

農Ʊに用いるɾ¹が多く置かれておりªł利用で

ある事が分かる。利用ʩŁが年�ùƝǑであった和

ģ 3（図 
）では、ʣǓもÃれ¢用しないƠやưĘ

な<の物置となっており、ʐい間利用していない事

がɆてâれた。Hた、)の和ģ 3 ではǯのǅIもɆ

られ、建物のȭơ化がʫȼにǡれていた。	

�����．Haの利用y[

かつてはƺƘやǶのʜに親族が 1� 人ȈŁʞHってい

たが、所有者のěた5が高ƫ生になるとŐ�にʞHらな

くなった。所有者のǘ親が�くなる�Çから親族のʞH

りは行Sなくなっており、
� 年��は対象の家でʞHっ

ていない。	

�����．Aに対�"K�と+JのoR^用

²�は所有者のǘ親の³ŉが対象の家に住Uでおり、

Ƒ和21年所有者がĨ学2年生のƒにȇり住Uで来たたJ、	

図 
	8�の/}b\	

図 �	和@ �の/}b\	

それ�Çの詳しい家のƻèについては分かっていない。	

しかし、家に対する思いÁはありŧ放したくないとも考

えているが維持管理もÁ来ないたJÀ分しても�Ɗがな

いと考えている。家全�とóりの農地もðJて«りてく

れる人がいれB最もȹいとの事であった。	

���．CQ

調査を行った空き家のĨůを行う。「空き家」に分ʬし

た建物の平面構成はø間ăといった�ȸ的な構成が多か

った。内部状況では、ǡĀ居住する家にȇしたな<の理

ǧで全ての家に�ċがなかった。ľの間やȄƮのあるƬ

ņが高いと考えられる部Įでは、ǁɮ的Ƅ理されている

°向がɆられたものの、全�としては物がƂ�している

ƵĘがɆãけられ内部の管理は行Sれていなかった。	

	 維持管理にʒしても、<の家においてもǡĀの所有者

が管理を行えるのはʐくてあと 1� 年ȈŁであり、その後

の管理者はいない事が分かった。親族�ďが家を維持管

理する)ともɐæでき、ɤɡやčÛをƚUでいる。	
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�．~Aの利用管理実態と所有者意w	

	 調査を行った郷家 �ɬ（�1 ʂ、�2 ʂ、�2 ʂ、�ʂ、�3

ʂ、� ʂ）についての平面構成・ë部Įの¢用ʩŁ・内

部状況、ǡĀの管理状況・家に対してʈ要ɇしている部

分、ɽÞの居住者・今後のǊ用についての調査事£をŲ

(る。本ȉでは調査した「郷家」からの中から、特に建

物の利用ʩŁが高く、所有者の建物に対する思いが強い

とš-られた 2�をŪȗしてɍɯする。	

��1．�1 {

所Ā地はĨĳ地ÔĂ本でƿĮのȖ年ƃは �� 年��で

ある。所有者は �� �で)の家は「今後もĝるFき本来の

家」と捉えている。所有者は大学ɻ学とともに)の家を

ʡれ、所有者のƿ親が居住していたが、3
 年Çにƿ親が

�ǫしたʜに空き家化した。	

��1�1．F�YNとc9の利用�G

図�に¡成した�1ʂの平面図とそれ2れの居ģの利用

ʩŁを示す。�1ʂはƿĮ・ĨĮ・ȚĮ・Ⱦ・ʡれ・²Ǜ

ĨĮºʡれで構成されている。ƿĮの間âりは、ヒアリ

ングによってç所にʝŷする和ģは²��つの部Įであ

った事が分かっており、ø間ăであると考えられる。し

かし、ʡれやȾがある事、ȶをŇくたJのȶ部Įがあっ

た事な<から、「空き家」でâり�(た2ɬよりȎǋな住

宅である事が分かる。	

	 図�からǡĀのë部Įの利用ʩŁをɆると、最も利用す

る土間やĒの間はɺ3ù��の高いʩŁで利用されてい

る事が分かる。²ǛĨĮやȾは年1ùƝǑと�い利用ʩŁ

であるが、建物ȵ�の利用ʩŁは全�的に高い。利用ʩ

Łの高いĒの間には�ċが置いてあり、Ĺってきたʜに

はǀù�ċのǄをŸえ、Œ¤物をしているとの事である。

その�の居ģはƓƾは¢用していないが、ěがɼびに来

るȒのʜに¢用している。	

図�	�1{	*�F�図と利用�G	

��1��．c9の/}b\

図 �、1� に �1 ʂの内部状況を示す。図 � はɺ 3

ù��¢用するĒの間で、�要な物な<も置いてお

らず非ĺにȤʳな状Ţを¨っている事が分かる。	

図 
	<の�)<mOの/}b\	

図 1�	<mOの/}b\	

	 図 1� はĒの間とǮなり年 2、3 ùの¢用にǬHっ

ているĒȚťの内部状況である。)の図からもɺ 3

ù��¢用するĒの間とʀȺない状Ţを¨ってい

る事が分かる。)れは�の居ģでもíƵで、利用ʩ

ŁにʒSらず建物全�が非ĺに管理された状Ţを

維持していた。	

��1��．Haの利用y[

ɽÞの利用者は所有者のȃǘƿ、�親、³ŉ 6 人で、
Yト_シとôBれる農¡Ʊのŧ�いをする人を 1人ʟっ
ており、少しʡれた所に別に家を建てʮ事のʜに)の家

で�ȦにʮFていた。

)の家は本家であり、ƺƘ、Ƕ、Ƚņ、結Ėņ、ǈ事、

村のȅりのʜには親族が 20 人��ʞHっていた。ǡĀ
はĘ¤も成ʐしʞHる)とも少なくなったǖ、5 年Çの
ǈ事のʜにʞHったのが最後となっている。

��1��．Aに対�"K�と+JのoR^用

所有者ȵɪは建物ȵ�の¥¬は分かっていなかったが、

大工や工ÐĿの人がɎれたʜに建物の¥¬をȰかされ、

Ő�にその¥¬をġšするようになった。çʭな<でɃ
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Ĥをãけたʜも、アxsagシやトfンを¢うのはÑ�

Ǘいとš-、ɢ用が高くなってもƜのȍƩやǲĊをĈり、

æȳなʖり²の状Ţを維持している。ʰɀのɾ¹やǛĨ

Įのîƽ、親族がʞHったʜのおǵな<もƽっており、

ǡĀは建物の¥¬とƻèśの<5らもʈ要ɇしている。

	 今後の建物のčÛやɤɡにʒしては、Äƈは所有者ȵ

ɪでæȳであるが、親族がʞHるćがなくなるとûるた

Jɡしたくないǃ持5は持っている。ȵらが¢いたいƒ

に¢えないのもûるたJ、ɡ0ない部分がないɑではな

いがǡĀはɤɡもčÛも考えていない状況である。

	 所有者もŜĘも管理できなくなれBƱ者に管理しても

らう事や、Ǌ用を考えている。¢SれƊにʒしてはĞ全

にɡしてしHSない（ǽƛ的,部分的）であれBɐæでき、
ž修ɢ用も家の管理ɢとしてあるȈŁは考えられるとȓ

えている。

���．�� {

所Ā地は志ɣ野地ÔɄ野でƿĮのȖ年ƃは 11� 年ȈŁ

になる。所有者は 
� �で「今後もĝるFき家」「�ǭ目

のŮǕとしての家」と考えている。所有者の�親が居住

していたが、
年Çにǘ親が�ǫし空き家化した。	

����1．F�YNとc9の利用�G

図 11 に¡成した �2 ʂの平面図とそれ2れの居ģの利

用ʩŁを示す。ƿĮとȾは�ʚ建て�²ǛĨĮであった�

部が居ģとしてž修されている。ʭñ・¦所は 3� 年Çに

ƿĮにĉȖしている。	

	 図 11 からǡĀのë部Įの利用ʩŁをɆる。最も利用し

ている部分は和ģ・ç所・¦所�ʭñであり、ɺ 1ùȈŁ

の利用である事が分かる。�な利用目的はƅ地óɲの農

地で農¡Ʊを行うǖであり、�ţのʜに建物を利用して

いる。所有者は建物の利用ではなく、Ŵʘな<の管理を

しに来るという意識を持っている。年 2、3ùの利用であ

る中の間やĒの間は、ǶやōıのʜにǡĀも親族がʞH

るたJ利用している。年ƞには必ずŃのÈ定な<家をǎ

JるたJに所有者がĹってきている。	

図 11	�� {	1 �F�図と利用�G	

図 1�	和@)<の�の/}b\	

図 1�	<の�の/}b\	

�����．c9の/}b\

図 12、13 に �2 ʂの内部状況を示す。図 12 はɺ 1ùȈ

Ł利用する和ģの内部状況で、図 13 は年 2�3 ùȈŁ利用

するĒの間の内部状況である。)の�つの部Įからも分

かるように、部Įの利用ʩŁにʒSらず全ての部ĮがƄ

理されていた。空き家化後 
年ȝɽしているが管理が行

きĭいており、ȹい状Ţを¨っている。	

�����．Haの利用y[

²�は所有者の�親と³ŉ 3人で生Ǌしていた。かつ

ては)の家で結ĖņやȽ±も行なっており、Ⱦには親族

が¢うʍやǵが �� Ȝ分G<ĺ®していたとの事であっ

た。しかし所有者の�にãけȡいでからは結ĖņȒはƋ

ɏで行い、所有者のǘ親が�くなったʜにもȽ±はƋɏ

で行なったとの事であった。
 年Çにǘ親が�ǫしてか

らは親族がʞHる)とはƲ端に少なくなっている。	

�����．Aに対�"K�と+JのoR^用

所有者が 3年Çに家Ș図を調査して¡成し、ȵ分の�

で �、��目になる)とは把握している。ƿĮは地Ô内で

最もåくȖ 11� 年��であり、¾ȴの大工に¡ってもら

いʌを�Ã¢用していないな<建物の¥¬は理Ɋしてい

るものの、持っているとおʋがかかるɟのɠǤとして考

えている。しかし、所有者は)の家がある)とで親族や

地域と繋がっていると思っているたJ、ȵ分の�Hでは
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家を²のĔのHHĝっていきたいとȓえている。	

	 今後、čÛやɤɡのÄƈは所有者でÄƈできるが、親

族や地域との繋がりもある事から、少なくともȵ分の�

で家をŧ放す事はないとȓえている。ただ、建物のɸり

もしっかりし、Ǌ用しないとÑ�ないと考えており、Ƞ

対にčÛやɤɡをしない)ともないとの事であった。ž

修Ȓのɢ用のɟŭもǸɘによっては対Řするとしている。	

���．CQ

郷家に分ʬした建物は、ƿĮの�にȾやʡれな<があ

るćìが多くƬņの高いÚ象をãけた。	内部状況も全て

の家でƄ理されており、部Į*とに利用ʩŁのĶはある

が<の部Įもす&に利用できるG<にƄ理されていた。	

	 ǡĀの利用状況では、農¡Ʊの�ţに利用し、íƒに

管理を行っているćìが多い。ë部Įは和ģやç所を�

に利用し、親族がʞHったʜな<に�の部Įを利用して

いる事が多く、建物全�を利用しているɑではない。管

理ʩŁは最も�い家でもƘに 1ù、高い家ではɺ 3ùと

状Ţ維持にÍJている。しかし、多くの所有者が管理で

きるのはʐくて後 1� 年Ȉだとȓえており、Õƃは今後の

管理者が�Ā�ÕƃはĘ¤が管理する�定だが今の管理

ʩŁは維持できない状況であった。そうなったćì、全

ての郷家で親族�ďでも家の管理はɐæでき、建物はĝ

っていきたいとȓえている。全ての所有者が建物の¥¬	

より、家がある事による親族や地域との繋がりをʈ要ɇ

し、家を介して人との繋がりを維持している。	

	 人との繋がりが家をɷ-て維持されている事から、ǡ

Āのと)RはčÛやɤɡは考えていない。ȵ分がĹって

くる、Hたは親族がʞHれるćがなくなるのはûるとい

う事にËえ、地域ďの住ǂがµってくる事でɳʝ住ǂに

ɴşをかけてしHうŕʆをしている所有者が多い。しか

し、利用しなけれBÌ化するたJǊ用したƊが家をĝる

事になるのではないかという考えも持5ìS0ている所

有者が多く、Ǌ用したƊが家のǖだが、ŧ放す)とはʢ

しいというŞIを抱えている所有者が多かった。	

	． とめ	

	 非居住住宅における「空き家」と「郷家」に分ʬされ

る建物の所有者意識のɿいが<のような要úにɦúして

いるかを、建物のǡ状とヒアリングによって詳細に明ら

かにした。ɂ１は「空き家」「郷家」それ2れの所有者*

とに、ヒアリングàびġǐ・内部調査で所有者意識にǍ

くʒSっていると考えられる項目をHとJたものである。	

	 住宅の平面からは、「空き家」はø間ăでƿĮのIとい

った紀美野町における�ȸ的な平面構成のÉìが高かっ

た。�Ɗで「郷家」ではø間ăにĢ間が�įしている構

成や、ƿĮの�にȾやʡれがあるといった特ŔがɆられ

た。「空き家」と「郷家」で建物のƬにĶǮがɆられた。 

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

	

Y1邸 N1邸 U邸 N2邸 K1邸 K2邸 Y2邸 I邸 K3邸 T邸
所有者の考える建物分類 余分な住宅 余分な住宅 余分な住宅 二番目の拠点 本来の家 本来の家 本来の家 本来の家 本来の家 本来の家

空き家化後の経過年数 18年 15年 13年 11年 34年 7年 12年 5年 20年 10年

何代目であるか 2代⽬ 3代⽬ 5代⽬ 2代⽬ 3代⽬ 6代⽬ 3代⽬ 8代⽬ 4代⽬ 2代⽬

過去に結婚式・葬儀等を行ったか ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

いつ頃まで集まっていたか 17年前 40年前 法事のみ現在 26年前 5年前 7年前 12年前 5年前 20年前 現在も

現在の利用頻度 × 週1回 月1回 年2,3回 週3回 週1回 週3回以上 週1回 月1回 月1回

利用目的 × 農作業 管理 草刈り 管理 管理 農作業 管理 管理 管理

農地の有無 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

家を介した親族・地域との繋がりの有無 △ × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

家の価値認識 × × ○ × ○ ○ × ○ × ?

今後の利用予定の有無 × × × △ × × × × × ×

後の管理者の有無 × × × × △ △ × × ○ ×

売却の可否 ○ ○ ○ △ △ △ ○ × △ △

賃貸の可否 ○ ○ ○ △ △ △ ○ × △ △

部分的な賃貸の可否 ○ ○ × × △ △ ○ × ○ ○

活用用途の制限の有無 × × × × × × × × ×

親族以外の維持管理の可否 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○

管理費用捻出の可否 × × × × △ △ × × △

蔵・納屋の有無 × × ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ×

離れの有無 × × × × ○ × ○ ○ ○ ○

仏壇の有無 × × × × ○ ○ ○ ○ × ○
内
部 現状で居住できるかの可否 × × × × ○ ○ ○ ○ ○ ○

項目
空き家 郷家

内
容

所
有
者
意
識

歴
史

図
面

現
在
状
況
気
持
ち

今
後
の
利
活
用

物
的
項
目

t１	 &$'(%)実`�/}b\ とめ	
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	 ǡĀの利用ʩŁは、「空き家」は全く利用していない所

有者が多く、利用ʩŁがȥì的に�い。ɺ 1ù利用する
所有者もいたが、�目的は農地の管理であり建物を利用

するǖではなかった。内部状況からも、和ģや居間とい

ったƎĺ生Ǌを行う部Įにも多くの物が置かれ建物全�

がªłのような利用がされている。)れが「郷家」では、

少なくともƘ 1ùȈŁは家を管理しており、高い利用ʩ
Łを維持していた。部Į*とにɆるとɺ 3 ùから年 2,3
ùHでと利用ʩŁにĶはɆられるが、内部状況は利用ʩ

ŁにʒSらず<の部Įにおいても非ĺにƄ理された状Ţ

が¨たれていた。「郷家」は居住)そされていないものの

す&住Jる状Ţであり、利用ʩŁや内部状況からɆても

「空き家」とはġŢがǮなる事が分かる。 
	 今後の維持管理やǊ用の面では「空き家」・「郷家」と

もに今後親族な<が利用する�定はなく、所有者が維持

管理をȢけていけるのは後 10 年ȈŁがʖǫというùȓ
をőた。さらに、ǡĀの所有者が維持管理を行う事がÁ

来なくなったćì、管理をŇきȡ&人がいない、もしく

はĘ¤がŇきȡ&がǡĀの管理ʩŁは維持できないと考

えている°向がɆられた。後ȡ者÷ʪは「空き家」「郷家」

ともに抱えているとɋえる。 
管理者が�Āとなったćì、「空き家」「郷家」¸に全

ての所有者が親族�ďの管理をɐæできるとした。親族

�ďの管理はɐæできるが、「空き家」の所有者は管理Ƈ

ʋな<をŨってHで家を維持するつもりはなく、今す&

にでもɤɡやčÛをƚUでいた。�Ɗで、「郷家」の所有

者はǡƾʚではčÛやɤɡはしたくないとの思いが強く、

多少おʋがŶかってでも家をĝりたいと考えていた。し

かし、)のHH所有しているだけでは家がơ5るだけで

もったいないとも考えており、Ƞ対にɤɡやčÛがǗ理

という事もなかった。「空き家」所有者はŧ放0れるので

あれBŧ放したいのに対し、「郷家」所有者はŧ放したく

はないが、)のHH家がơ5るのもɆたくないとɋった

ȵɪでもÄƈしか?ている状況である事が分かった。 
	 �ɍのように、「空き家」所有者がす&にでもŧ放した

いと思っている�Ɗで、「郷家」の所有者はŧ放し8らい

状況である。その要úに、親族や地域との繋がりがŲ(

られる。「郷家」の所有者が家に対してʈ要ɇしている部

分は建物ȵ�の物的な事ではなく、親族との繋がり、あ

るいは家がある)とでその地域との繋りをš-ていると

いった、家を介したƵ�な繋がりであった。 
	 建物のǡ状とヒアリングから「空き家」と「郷家」の

物的ɿいと詳細な所有者の意向を明らかにした。「郷家」

の所有者は、対象の建物を空き家とは捉えておらず、そ

の家がある事で親族や地域との繋がりを維持する�つの

ė�として捉えている事が分かる。しかし家をŧ放した

くないと思っている�Ɗで、)のHH管理者がいなくな

りÌ化するのであれBǊ用したƊが家をĝる事になるの

ではないかというcyンrを抱えていた。 
	 今後「郷家」がŇきȡがれ所有者がĎSったとしても、

家と親族・地域のʒ§が今す&にĎ化するÉìは�いと

考えられる。しかし、ǸȢがȢくと管理やʋʎ÷ʪ・ǃ

持5のĎ化といったƵ�な要úから「郷家」として維持

するÉìが減少していくリスクは考えられる。ŜĘやĕ

が家をãけȡ$管理していくȎćになったʜに、その家

をǸȢする事がiuリgトにならないŽźや後Ŭしが必

要だと考えられる。今後空き家対策を行う�で、「空き家」

と「郷家」をĲ別する必要śにËえ、所有者が「郷家」

として維持する)とに意Ȭをš-る事に繋がるƋ策が必

要ではないだRうか。 
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